
て
は
一
・
五
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
六
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
六
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
八
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
八
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
三
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
三
二
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
四
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
四
二
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

４
　
住
居
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

自
ら
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
居
住
す
る
職
員
で
世
帯
主
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
住
居
手
当
の
月

額
は
千
五
百
円
、
単
身
赴
任
職
員
で
そ
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
配
偶
者
等
が
居
住
し
て
い
る
も
の

に
対
す
る
住
居
手
当
の
月
額
は
七
百
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
自
ら
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
関
す
る
住
居
手
当
は
、
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

５

通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
係
る
利
用
料
金
を
通
勤
手
当
に
加
算
す
る
場
合
の

当
該
加
算
す
る
額
の
上
限
（
二
万
円
）
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

６

給
与
構
造
改
革
に
伴
っ
て
昇
給
を
抑
制
し
て
い
た
職
員
に
対
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
一
号
給

上
乗
せ
す
る
こ
と
と
し
た
。

７

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
●
●
、

●
●
及
び
●
●
、
３
●
●
、
●
●
、
●
●
及
び
●
●
、
４
●
、
５
並
び
に
６
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
一
号
）（
教
育
庁
福
利

給
与
課
）

１
　
給
料
表
を
、
公
民
の
給
与
較
差
に
基
づ
き
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

目
　
　
　
次

条
　
　
　
例

○
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三

○
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
七

条
例
の
あ
ら
ま
し

○
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
号
）（
人
事
課
）

１
　
給
料
表
を
、
公
民
の
給
与
較
差
に
基
づ
き
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

再
任
用
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
三
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
二
二
五
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に

つ
い
て
は
一
・
三
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
期
末

手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
一
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
○
二
五
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に

つ
い
て
は
一
・
一
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
十
二
月

期
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
八
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
十
二
月

期
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
七
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

特
定
任
期
付
職
員
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
四
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に
つ
い
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２

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
三
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
二
二
五
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に

つ
い
て
は
一
・
三
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
一
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
○
二
五
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に

つ
い
て
は
一
・
一
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
十
二
月

期
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
八
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
十
二
月

期
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
七
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

３

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
六
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
六
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
八
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
八
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
三
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
三
二
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
四
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
四
二
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

４
　
住
居
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

自
ら
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
居
住
す
る
職
員
で
世
帯
主
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
住
居
手
当
の
月

額
は
千
五
百
円
、
単
身
赴
任
職
員
で
そ
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
配
偶
者
等
が
居
住
し
て
い
る
も
の

に
対
す
る
住
居
手
当
の
月
額
は
七
百
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
自
ら
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
関
す
る
住
居
手
当
は
、
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

５
　
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
の
最
高
額
を
八
千
円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

６

通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
係
る
利
用
料
金
を
通
勤
手
当
に
加
算
す
る
場
合
の

当
該
加
算
す
る
額
の
上
限
（
二
万
円
）
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

７

給
与
構
造
改
革
に
伴
っ
て
昇
給
を
抑
制
し
て
い
た
職
員
に
対
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
一
号
給

上
乗
せ
す
る
こ
と
と
し
た
。

８

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
５
に
つ
い

て
は
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
、
２
●
●
、
●
●
及
び
●
●
、
３
●
●
、
●
●
、
●
●
及
び
●

●
、
４
●
、
６
並
び
に
７
に
つ
い
て
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○

山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
二
号
）（
警
察
本
部
警

務
課
）

１
　
給
料
表
を
、
公
民
の
給
与
較
差
に
基
づ
き
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
三
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
二
二
五
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に

つ
い
て
は
一
・
三
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
一
・
一
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
六
月
期
に
つ
い
て
は
一
・
○
二
五
月
に
引
き
下
げ
、
十
二
月
期
に

つ
い
て
は
一
・
一
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
十
二
月

期
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
八
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
十
二
月

期
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
〇
・
七
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

３
　
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
六
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二

（ ）二（ ）三（ ）四（ ）一

（ ）二（ ）三（ ）四

（ ）１（ ）２（ ）１（ ）２
（ ）一

（ ）１（ ）２
（ ）一

（ ）１（ ）２
（ ）二

（ ）１（ ）２
（ ）三

（ ）１（ ）２
（ ）四

（ ）１（ ）２
（ ）一

（ ）１（ ）２
（ ）二

（ ）二

（ ）２
（ ）一

（ ）２
（ ）二

（ ）２
（ ）五

（ ）２
（ ）一

（ ）２
（ ）二

（ ）２
（ ）三

（ ）２

（ ）四

（ ）１
（ ）一



●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
六
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
八
五
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
八
七
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
を
除
く
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
三
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
三
二
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

再
任
用
職
員
（
特
定
幹
部
職
員
に
限
る
。
）
に
係
る
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
二
年
十
二
月
期
に
つ
い
て
は
、
○
・
四
月
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、各
期
の
支
給
月
数
を
○
・
四
二
五
月
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

４

住
居
手
当
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

●

自
ら
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
居
住
す
る
職
員
で
世
帯
主
で
あ
る
も
の
に
対
す
る
住
居
手
当
の
月

額
は
千
五
百
円
、
単
身
赴
任
職
員
で
そ
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
配
偶
者
等
が
居
住
し
て
い
る
も
の

に
対
す
る
住
居
手
当
の
月
額
は
七
百
円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

平
成
二
十
三
年
度
以
降
、
自
ら
の
所
有
に
係
る
住
宅
に
関
す
る
住
居
手
当
は
、
廃
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

５

通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
係
る
利
用
料
金
を
通
勤
手
当
に
加
算
す
る
場
合
の

当
該
加
算
す
る
額
の
上
限
（
二
万
円
）
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

６

給
与
構
造
改
革
に
伴
っ
て
昇
給
を
抑
制
し
て
い
た
職
員
に
対
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
一
号
給

上
乗
せ
す
る
こ
と
と
し
た
。

７

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
●
●
、

●
●
及
び
●
●
、
３
●
●
、
●
●
、
●
●
及
び
●
●
、
４
●
、
５
並
び
に
６
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条
　
　
　
例

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
条
例
第
四
十
号

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
四
第
二
項
第
二
号
中
「
四
千
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二

千
円
」
を
「
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
三
十
」

を
「
百
分
の
百
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、

「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、「
百
分
の
百
五
、」
を
「
百
分
の
百
五
」
に
、「
百
分

の
五
十
五
、」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
十
五
」
に
、「
百
分

の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
六
十
五
」
に
、
「
百
分
の
九
十
」

を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
五
」
を
「
百
分
の
三
十
」
に
、

「
百
分
の
四
十
五
」
を
「
百
分
の
四
十
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三

（ ）２
（ ）一（ ）二

（ ）１（ ）２
（ ）二

（ ）１（ ）２
（ ）三

（ ）１（ ）２
（ ）四

（ ）二

（ ）２
（ ）一

（ ）２
（ ）二

（ ）２
（ ）五

（ ）２
（ ）一

（ ）２
（ ）二

（ ）２
（ ）三

（ ）２
（ ）四



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

四

別表第一（第六条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

五



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

六



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

七

別
表
第
二
ロ
及
び
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

八



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

九



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
二



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
三



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
四



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
五

別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
六

別表第三（第六条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
七



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
八



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

一
九

別表第四（第六条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
二

第
二
条
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同

項
第
三
号
中
「（
次
号
に
お
い
て
「
単
身
赴
任
職
員
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号

と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
第
三

号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員
で
も
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
額
及

び
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
当
該
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
、「
第

一
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
る
。

第
十
五
条
第
四
項
第
一
号
中
「
。
た
だ
し
、
当
該
額
を
支
給
単
位
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額

（
以
下
「
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
二
万
円
に
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
者
が
二

以
上
の
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
当
該
特
別
料
金
等
の
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
い

て
、
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
の
合
計
額
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ

の
者
の
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

に
つ
き
、
二
万
円
に
当
該
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）」
を
削
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百

三
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
」
に
、「
百

分
の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を

「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
に
、「
百
分

の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
に
改
め

る
。第

三
十
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
百
分
の
六
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の

八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
」
を
「
百
分
の
三

十
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
四
十
」
を
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山

梨
県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
の
表
中
「
三
七
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
七
五
、
〇
〇
〇
円
」
に
、
「
四
二
五
、

〇
〇
〇
円
」
を
「
四
二
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
四
七
八
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
四
七
七
、
〇
〇
〇
円
」

に
、「
五
四
四
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
四
三
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
六
二
一
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
六
二

〇
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
七
二
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
七
二
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
、「
八
五
〇
、
〇
〇

〇
円
」
を
「
八
四
八
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、

「
百
分
の
百
六
十
五
」
を
「
百
分
の
百
五
十
」
に
改
め
る
。

第
四
条
　
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」

に
、「
百
分
の
百
四
十
五
」
を
「
百
分
の
百
四
十
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十

七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
五
十
五
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
一
条
第
一
項
中
「
職
員
で
あ
っ
て
適
用
さ
れ
る
給
料
表
並
び
に
そ
の
職
務
の
級
及
び
号

給
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
給
料
表
欄
、
職
務
の
級
欄
及
び
号
給
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
も
の
、
医

療
職
給
料
表
●
の
適
用
を
受
け
る
職
員
又
は
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
号
給
が
一
号

給
で
あ
る
も
の
以
外
の
職
員
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
で
あ
る
者
」
に
、「
百
分
の
九
十

九
・
八
五
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。

一

職
員
で
あ
っ
て
適
用
さ
れ
る
給
料
表
並
び
に
そ
の
職
務
の
級
及
び
号
給
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表

の
給
料
表
欄
、
職
務
の
級
欄
及
び
号
給
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
も
の
、
医
療
職
給
料
表
●
の

適
用
を
受
け
る
職
員
又
は
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
号
給
が
一
号
給
で
あ

る
も
の
以
外
の
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
度
減
額
改
定
対
象
職
員
」
と
い
う
。）

百
分
の
九
十
九
・
六
八

給
料
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
務
の
級
　
　
　
号
給

行
政
職
給
料
表
　
　
　
　
　
　
　
一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
六
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
二
十
四
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
八
号
給
ま
で

医
療
職
給
料
表
●

一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
二
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
三
十
二
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
十
六
号
給
ま
で

四
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
号
給
ま
で

（ ）一

（ ）二

（ ）一



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
三

医
療
職
給
料
表
●

一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
六
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
十
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
十
六
号
給
ま
で

四
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
号
給
ま
で

研
究
職
給
料
表
　
　
　
　
　
　
　
一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
六
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
三
十
二
号
給
ま
で

福
祉
職
給
料
表
　
　
　
　
　
　
　
一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
二
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
二
十
八
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
号
給
ま
で

二

平
成
二
十
一
年
度
減
額
改
定
対
象
職
員
以
外
の
職
員
（
医
療
職
給
料
表
●
の
適
用
を
受
け
る

職
員
を
除
く
。）

百
分
の
九
十
九
・
八
三

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
四
条
並

び
に
次
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

２

職
員
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
そ
の
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
を
受
け
る

職
員
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）
の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
に
お

い
て
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
第
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昇
給
し
た
職
員
（
同
日
に
お
け
る

昇
給
の
号
給
数
の
決
定
の
状
況
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
そ
の
他

当
該
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員

の
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
給
は
、
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合

に
同
日
に
受
け
る
こ
と
と
な
る
号
給
の
一
号
給
上
位
の
号
給
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

３

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
条
例
第
四
十
一
号

山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
四
千
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二

千
円
」
を
「
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、
「
百
分
の
百
三
十
」

を
「
百
分
の
百
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、

「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、「
百
分
の
百
五
、」
を
「
百
分
の
百
五
」
に
、「
百
分

の
五
十
五
、」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
十
五
」
に
、「
百
分

の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
六
十
五
」
に
、
「
百
分
の
九

十
」
を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
五
」
を
「
百
分
の
三
十
」
に
、

「
百
分
の
四
十
五
」
を
「
百
分
の
四
十
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
中
「
一
万
千
七
百
円
」
を
「
八
千
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（ ）一

（ ）三



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
四

別表第一（第五条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
五



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
六



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
七



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
八

別表第二（第五条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

二
九



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
二

別表第三（第五条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
三



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
四



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
五



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
六

第
二
条
　
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同

項
第
三
号
中
「（
次
号
に
お
い
て
「
単
身
赴
任
教
育
職
員
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第

二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
教
育
職
員
の

う
ち
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
教
育
職
員
で
も
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号

に
掲
げ
る
額
及
び
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
当
該
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
教
育
職
員
に
あ

つ
て
は
、
当
該
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前

項
第
二
号
」
に
、「
第
一
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を

削
る
。

第
十
四
条
第
四
項
第
一
号
中
「
。
た
だ
し
、
当
該
額
を
支
給
単
位
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額

（
以
下
「
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
二
万
円
に
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
者
が
二

以
上
の
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
当
該
特
別
料
金
等
の
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
い

て
、
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
の
合
計
額
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ

の
者
の
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

に
つ
き
、
二
万
円
に
当
該
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百

三
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
」
に
、「
百

分
の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を

「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
に
、「
百
分

の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
に
改
め

る
。第

二
十
二
条
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
百
分
の
六
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
、
「
百

分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
」
を
「
百
分

の
三
十
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
四
十
」
を
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
百
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
条
第
一
項
中
「
教
育
職
員
で
あ
っ
て
適
用
さ
れ
る
給
料
表
並
び
に
そ
の
職
務
の
級
及
び

号
給
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
給
料
表
欄
、
職
務
の
級
欄
及
び
号
給
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
も
の
又

は
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県

条
例
第
五
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
教
育
職
員
で
そ
の
号
給

が
一
号
給
で
あ
る
も
の
以
外
の
教
育
職
員
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
教
育
職
員
で
あ
る
者
」
に
、

「
百
分
の
九
十
九
・
八
五
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
項

に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

教
育
職
員
で
あ
っ
て
適
用
さ
れ
る
給
料
表
並
び
に
そ
の
職
務
の
級
及
び
号
給
が
そ
れ
ぞ
れ
次

の
表
の
給
料
表
欄
、
職
務
の
級
欄
及
び
号
給
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
も
の
又
は
山
梨
県
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五

十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
教
育
職
員
で
そ
の
号
給
が
一

号
給
で
あ
る
も
の
以
外
の
教
育
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
度
減
額
改
定
対
象
教

育
職
員
」
と
い
う
。）

百
分
の
九
十
九
・
六
八

給
料
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
務
の
級
　
　
　
号
給

教
育
職
給
料
表
●

一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
十
八
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
三
十
二
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
十
二
号
給
ま
で

教
育
職
給
料
表
●

一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
二
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
三
十
二
号
給
ま
で

教
育
職
給
料
表
●

一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
二
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
十
四
号
給
ま
で

教
育
職
給
料
表
●

一
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
十
四
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
三
十
二
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
十
二
号
給
ま
で

二
　
平
成
二
十
一
年
度
減
額
改
定
対
象
教
育
職
員
以
外
の
教
育
職
員
　
百
分
の
九
十
九
・
八
三

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
山
梨
県
学
校

職
員
給
与
条
例
第
二
十
二
条
の
五
第
二
項
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
、
第
二
条

及
び
次
項
の
規
定
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

２

教
育
職
員
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
そ
の
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
を
受

け
る
教
育
職
員
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平

成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
教
育

職
員
を
除
く
。）
の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
に
お
い
て
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
昇
給
し
た
教
育
職
員
（
同
日
に
お
け
る
昇
給
の
号
給
数
の
決
定
の
状
況
を

（ ）一（ ）二（ ）三（ ）四



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
七

考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
育
職
員
を
除
く
。）
そ
の
他
当
該
教
育
職
員
と
の
権
衡
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
教
育
職
員
の
平
成
二
十
三
年

四
月
一
日
に
お
け
る
号
給
は
、
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
同
日
に
受
け
る

こ
と
と
な
る
号
給
の
一
号
給
上
位
の
号
給
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

３
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
条
例
第
四
十
二
号

山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
四
千
円
」
を
「
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
二

千
円
」
を
「
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
」
を

「
百
分
の
百
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
五
」
に
、

「
百
分
の
八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、「
百
分
の
百
五
、」
を
「
百
分
の
百
五
」
に
、「
百
分

の
五
十
五
、」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
十
五
」
に
、「
百
分

の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
百
分
の
七
十
」
を
「
百
分
の
六
十
五
」
に
、「
百
分
の
九
十
」

を
「
百
分
の
八
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
五
」
を
「
百
分
の
三
十
」
に
、

「
百
分
の
四
十
五
」
を
「
百
分
の
四
十
」
に
改
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
八

別表（第六条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

三
九



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

四
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
八
十
一
号
　
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日

四
一

第
二
条
　
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
号
」
を
「
次
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同

項
第
三
号
中
「（
次
号
に
お
い
て
「
単
身
赴
任
職
員
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号

と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
第
三

号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員
で
も
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
額
及

び
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
当
該
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
、「
第

一
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
る
。

第
十
六
条
第
四
項
第
一
号
中
「
。
た
だ
し
、
当
該
額
を
支
給
単
位
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得
た
額

（
以
下
「
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。）
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
二
万
円
に
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
者
が
二

以
上
の
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
当
該
特
別
料
金
等
の
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
い

て
、
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
の
合
計
額
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ

の
者
の
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

に
つ
き
、
二
万
円
に
当
該
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）」
を
削
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
三

十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
」
に
、「
百
分

の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百

分
の
百
二
十
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
五
」
を
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
に
、「
百
分
の
百

五
」
を
「
百
分
の
百
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
百
十
五
」
を
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
百
分
の
六
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
に
、
「
百
分
の

八
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
三
十
」
を
「
百
分
の
三

十
二
・
五
」
に
、「
百
分
の
四
十
」
を
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
百
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
一
条
第
一
項
中
「
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
っ
て
そ
の
職
務
の
級
及

び
号
給
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
職
務
の
級
欄
及
び
号
給
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
も
の
又
は
山
梨
県

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五

十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
号
給
が
一
号
給
で
あ

る
も
の
以
外
の
職
員
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
で
あ
る
者
」
に
、「
百
分
の
九
十
九
・
八
五
」

を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
っ
て
そ
の
職
務
の
級
及
び
号
給
が
そ
れ
ぞ
れ
次

の
表
の
職
務
の
級
欄
及
び
号
給
欄
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
も
の
又
は
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
九
号
）
第

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
号
給
が
一
号
給
で
あ
る
も
の

以
外
の
職
員
（
次
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
度
減
額
改
定
対
象
職
員
」
と
い
う
。）

百

分
の
九
十
九
・
六
八

職
務
の
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
給

一
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
五
十
二
号
給
ま
で

二
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
四
十
四
号
給
ま
で

三
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
三
十
二
号
給
ま
で

四
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号
給
か
ら
十
六
号
給
ま
で

二
　
平
成
二
十
一
年
度
減
額
改
定
対
象
職
員
以
外
の
職
員
　
百
分
の
九
十
九
・
八
三

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
次
項
の
規

定
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
給
の
調
整
）

２

職
員
（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
そ
の
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
を
受
け
る

職
員
及
び
山
梨
県
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年

山
梨
県
条
例
第
五
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）

の
う
ち
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
に
お
い
て
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
第
八
条
の
四
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
昇
給
し
た
職
員
（
同
日
に
お
け
る
昇
給
の
号
給
数
の
決
定
の
状
況
を
考
慮
し
て
人
事
委

員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
そ
の
他
当
該
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
の
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
お
け
る
号
給
は
、
こ

の
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
同
日
に
受
け
る
こ
と
と
な
る
号
給
の
一
号
給
上
位

の
号
給
と
す
る
。

（
人
事
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

３
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。
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